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(57)【要約】
【課題】顔面マスク型生体信号測定装置及びこれを利用
した生体信号管理システムを提供する。
【解決手段】本発明の一実施例による顔面マスク型生体
信号測定装置は生体信号を検出するための検出部と、検
出された生体信号を分析するための分析部と、分析され
た生体信号を表示するための表示部と、分析された生体
信号を送信するための送信部と、検出部、分析部、表示
部及び送信部が付着された顔面マスクを含んで構成され
ることができる。従って、生体信号をリアルタイムで測
定し健康指標を管理することができ、日常生活で不便さ
を最小化した顔面マスクを利用するため、便利に利用す
ることができる。特に、顔面マスク型センサーにより測
定された酸素飽和度、呼吸、血中アルコール濃度、加速
度及び体温などの生体信号をリアルタイムで測定し、救
急状況の発生の時に、それを直ちに表示して早く対応す
ることができ、別途の生体信号管理サーバーに伝送する
ことができるため、体系的な対応ができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体信号を検出するための検出部と、
　前記検出された生体信号を分析するための分析部と、
　前記分析された生体信号を表示するための表示部と、
　前記分析された生体信号を送信するための送信部と、
　前記検出部、分析部、表示部及び送信部が付着された顔面マスクを含んで構成される顔
面マスク型生体信号測定装置。
【請求項２】
　前記検出部は酸素飽和度センサー、呼吸センサー、血中アルコール濃度センサー、加速
度センサー及び温度センサーの中から少なくとも１つを含んで構成されることを特徴とす
る請求項１に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項３】
　前記検出部は、予め決まっている周期により生体信号を検出することを特徴とする請求
項１に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項４】
　前記検出部の前記予め決まっている周期は、リアルタイムで調整できることを特徴とす
る請求項３に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項５】
　前記分析部は、前記検出された生体信号が予め決まっている基準範囲から外れたか否か
を判断することを特徴とする請求項１に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項６】
　前記分析部の前記予め決まっている基準範囲は、リアルタイムで調整できることを特徴
とする請求項５に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項７】
　前記表示部は、前記検出された生体信号を視覚的信号及び聴覚的信号の中から少なくと
も１つを利用して表示することを特徴とする請求項１に記載の顔面マスク型生体信号測定
装置。
【請求項８】
　前記表示部は、前記検出された生体信号が前記予め決まっている基準範囲から外れた場
合に警報信号を表示することを特徴とする請求項５に記載の顔面マスク型生体信号測定装
置。
【請求項９】
　前記表示部が提供する警報信号は、カラー、点滅及び警報音の中から少なくとも１つを
含む信号であることを特徴とする請求項８に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項１０】
　前記送信部は、検出された生体信号を生体信号管理のためのサーバーに送信することを
特徴とする請求項１に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項１１】
　前記送信部は、有線通信及び無線通信の中から少なくとも１つを利用して送信すること
を特徴とする請求項１に記載の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項１２】
　前記送信部は、検出された生体信号が前記予め決まっている基準範囲から外れた場合に
前記サーバーに警報信号を送信することを特徴とする請求項５に記載の顔面マスク型生体
信号測定装置。
【請求項１３】
　前記顔面マスクは、抵抗性伝導糸を含んで構成されることを特徴とする請求項１に記載
の顔面マスク型生体信号測定装置。
【請求項１４】
　前記抵抗性伝導糸は、伝導性纎維、弾性纎維、炭素纎維及び金属線の中から少なくとも
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１つを含んで構成されることを特徴とする請求項１３に記載の顔面マスク型生体信号測定
装置。
【請求項１５】
　生体信号を検出するための検出部と、前記検出された生体信号を分析するための分析部
と、前記分析された生体信号を表示するための表示部と、前記分析された生体信号を送信
するための送信部と、前記検出部、分析部、表示部及び送信部が付着された顔面マスクを
含んで構成される顔面マスク型生体信号測定装置と、
　前記顔面マスク型生体信号測定装置から生体信号の提供を受けて管理する生体信号管理
サーバーを含んで構成される生体信号管理システム。
【請求項１６】
　前記顔面マスク型生体信号測定装置の検出部は、酸素飽和度センサー、呼吸センサー、
血中アルコール濃度センサー、加速度センサー及び温度センサーの中から少なくとも１つ
を含んで構成されることを特徴とする請求項１５に記載の生体信号管理システム。
【請求項１７】
　前記顔面マスク型生体信号測定装置の分析部は、前記検出された生体信号が予め決まっ
ている基準範囲から外れたか否かを判断することを特徴とする請求項１５に記載の生体信
号管理システム。
【請求項１８】
　前記顔面マスク型生体信号測定装置の表示部は、前記検出された生体信号を視覚的信号
及び聴覚的信号の中から少なくとも１つを利用して表示することを特徴とする請求項１５
に記載の生体信号管理システム。
【請求項１９】
　前記顔面マスク型生体信号測定装置の表示部は、前記検出された生体信号が前記予め決
まっている基準範囲から外れた場合に警報信号を表示することを特徴とする請求項１７に
記載の生体信号管理システム。
【請求項２０】
　前記顔面マスク型生体信号測定装置の送信部は、検出された生体信号が前記予め決まっ
ている基準範囲から外れた場合に前記生体信号管理サーバーに警報信号を送信することを
特徴とする請求項１７に記載の生体信号管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は顔面マスク型生体信号測定装置及び生体信号管理システムに関するもので、よ
り詳細には生体信号をリアルタイムで測定し健康指標を管理することができる顔面マスク
型生体信号測定装置及び生体信号管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　日常生活、あるいは運動管理の中に、拘束感なく便利に生体信号を測定及びモニタリン
グする補助測定装置の需要が次第に増えている。
【０００３】
　社会の高齢化の傾向に伴い、老人層の健康管理に対する関心が高まっている。特に、一
人暮らしの老人は簡単な家庭用医療機器あるいは測定機器の操作が容易でないが、対処す
べき疾病の影響が重要であるため、社会保健において重要な関心事となっている。
【０００４】
　また、一般人の健康管理、特に、肥満管理の側面において、日常生活での簡単でありな
がらも正確な生体信号測定及び呼吸、脈拍などの健康指標の分析がリアルタイムで行われ
るようにする研究開発に対する期待も高まっている。
【０００５】
　一方、伝導糸（導電糸）を利用した生体信号測定方法は衣類などとの組み合わせが容易
で、相対的に電気的特性に優れ、生体の電気信号測定に対する研究開発が活発に行われて
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いる。
【０００６】
　また、既存の酸素飽和度センサー、呼吸センサー、血中アルコール濃度センサー、加速
度センサー及び温度センサーなどのセンサーを利用して生体信号である酸素飽和度信号、
呼吸信号、血中アルコール濃度信号、加速度信号及び体温信号などの測定に効果的に活用
できる。
【０００７】
　従って、現在、衣類などと上記様々なセンサーを結合した生体信号測定装置が登場して
いる傾向にある。
【０００８】
　一方、循環器疾患の予防または伝染を防ぐためによく用いられる顔面マスクに対する絶
えない技術開発により一般人も着用に拒否感がない程、着用性が改善されつつある。
【０００９】
　これにより、普遍的な季節の変り目の健康補助器具として定着している顔面マスク形態
を利用し、便利に救急状況の管理及び運動管理などの所期の目的を果たすことができる装
置の必要性が高まっている。
【００１０】
　すなわち、診断及び診療環境の特殊性を考慮し、既存の顔面マスク形態に上記様々なセ
ンサーを適用し、日常の行動半径の制約を最小化する無線通信などの特性を生かすことが
できる技術開発が必要であるということが実情である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】韓国特許公開公報第2008-0021267号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の目的は、生体信号をリアルタイムで測定し健康指標を管理することができる顔
面マスク型生体信号測定装置を提供することである。
【００１３】
　本発明の目的は、生体信号をリアルタイムで測定し健康指標を管理することができる顔
面マスク型生体信号測定装置を利用した生体信号管理システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した本発明の目的を果たすための顔面マスク型生体信号測定装置は、生体信号を検
出するための検出部と、上記検出された生体信号を分析するための分析部と、上記分析さ
れた生体信号を表示するための表示部と、上記分析された生体信号を送信するための送信
部と、上記検出部、分析部、表示部及び送信部が付着された顔面マスクを含んで構成され
ることができる。
【００１５】
　上記生体信号は、酸素飽和度、呼吸、血中アルコール濃度、加速度及び体温の中から少
なくとも１つを含むものであることができる。
【００１６】
　上記検出部は、酸素飽和度センサー、呼吸センサー、血中アルコール濃度センサー、加
速度センサー及び温度センサーの中から少なくとも１つを含んで構成されるものであるこ
とができる。
【００１７】
　上記検出部は、予め決まっている周期により生体信号を検出するものであることができ
る。
【００１８】
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　上記検出部の上記予め決まっている周期は、リアルタイムで調整できるものであること
ができる。
【００１９】
　上記分析部は、上記検出された生体信号が予め決まっている基準範囲から外れたか否か
を判断するものであることができる。
【００２０】
　上記分析部の上記予め決まっている基準範囲は、リアルタイムで調整できるものである
ことができる。
【００２１】
　上記表示部は、上記検出された生体信号を視覚的信号及び聴覚的信号の中から少なくと
も１つを利用して表示するものであることができる。
【００２２】
　上記表示部は、上記検出された生体信号が上記予め決まっている基準範囲から外れた場
合に警報信号を表示するものであることができる。
【００２３】
　上記表示部が提供する警報信号は、カラー、点滅及び警報音の中から少なくとも１つを
含む信号であることができる。
【００２４】
　上記送信部は、検出された生体信号を生体信号管理のためのサーバーに送信するもので
あることができる。
【００２５】
　上記送信部は、有線通信及び無線通信の中から少なくとも１つを利用して送信するもの
であることができる。
【００２６】
　上記送信部は、検出された生体信号が上記予め決まっている基準範囲から外れた場合に
上記サーバーに警報信号を送信するものであることができる。
【００２７】
　上記顔面マスクは、抵抗性伝導糸（抵抗性導電糸）を含んで構成されるものであること
ができる。
【００２８】
　上記抵抗性伝導糸は、伝導性纎維（導電性繊維）、弾性纎維、炭素纎維及び金属線の中
から少なくとも１つを含んで構成されるものであることができる。
【００２９】
　上述した本発明の他の目的を果たすための顔面マスク型生体信号測定装置を利用した生
体信号管理システムは、生体信号を検出するための検出部と、上記検出された生体信号を
分析するための分析部と、上記分析された生体信号を表示するための表示部と、上記分析
された生体信号を送信するための送信部と、上記検出部、分析部、表示部及び送信部が付
着された顔面マスクを含んで構成される顔面マスク型生体信号測定装置と、上記顔面マス
ク型生体信号測定装置から生体信号の提供を受けて管理する生体信号管理サーバーを含ん
で構成されることができる。
【００３０】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の検出部は、酸素飽和度センサー、呼吸センサー、
血中アルコール濃度センサー、加速度センサー及び温度センサーの中から少なくとも１つ
を含んで構成されるものであることができる。
【００３１】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の分析部は、上記検出された生体信号が予め決まっ
ている基準範囲から外れたか否かを判断するものであることができる。
【００３２】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の表示部は、上記検出された生体信号を視覚的信号
及び聴覚的信号の中から少なくとも１つを利用して表示するものであることができる。



(6) JP 2011-78754 A 2011.4.21

10

20

30

40

50

【００３３】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の表示部は、上記検出された生体信号が上記予め決
まっている基準範囲から外れた場合に警報信号を表示するものであることができる。
【００３４】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の送信部は、検出された生体信号が上記予め決まっ
ている基準範囲から外れた場合に上記生体信号管理サーバーに警報信号を送信するもので
あることができる。
【発明の効果】
【００３５】
　上記のような顔面マスク型生体信号測定装置及びこれを利用した生体信号管理システム
によれば、生体信号をリアルタイムで測定し健康指標を管理することができ、日常生活で
不便さを最小化した顔面マスクを利用するため、便利に利用できる。
【００３６】
　特に、顔面マスク型生体信号測定装置は、センサーから測定された酸素飽和度、呼吸、
血中アルコール濃度、加速度及び体温などの生体信号をリアルタイムで分析し、救急状況
の発生の時に、これを直ちに表示し早く対応ができ、別途の生体信号管理サーバーに伝送
することができるため、体系的な対応ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を説明するためのブロッ
ク図である。
【図２】本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を説明するための例示図
である。
【図３】本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置における呼吸センサーを
説明するための例示図である。
【図４】本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置における呼吸センサーを
説明するための呼吸センサーの測定グラフである。
【図５】本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を利用した生体信号管理
システムを説明するための例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　本発明は様々な変更ができ、様々な実施例を有することができ、特定の実施例を図面に
例示し詳細に説明する。
【００３９】
　しかし、これは本発明を特定の実施形態に限定するのではなく、本発明の思想及び技術
範囲に含まれる全ての変更、均等物ないし代替物を含むと理解すべきである。
【００４０】
　第１、第２等の用語は、様々な構成要素を説明するのにおいて、使われることができる
が、上記構成要素は上記用語により限定されない。上記用語は１つの構成要素を他の構成
要素から区別する目的でのみ用いられる。例えば、本発明の権利範囲から外れないながら
、第１構成要素は第２構成要素と命名されることができ、類似するように第２構成要素も
第１構成要素と命名されることができる。及び／またはという用語は複数に関して記載さ
れた項目の組み合わせ、または複数に関して記載された項目のうちある項目を含む。
【００４１】
　ある構成要素が他の成要素に“連結されて”いるか、あるいは“接続されて”いるとい
うときは、その他の構成要素に直接連結されているか、または接続されていることもある
が、中間に他の構成要素が存在することもできると理解すべきである。一方、ある構成要
素が他の構成要素に“直接連結されて”いるか、あるいは“直接接続されて”いるという
ときは、中間に他の構成要素が存在しないと理解すべきである。
【００４２】
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　本出願で用いた用語は、特定の実施例を説明するために用いるものであり、本発明を限
定しようとする意図ではない。単数の表現は文脈上、明らかに異なることを意味しない限
り、複数の表現を含む。本出願において“含む”または“有する”などの用語は、明細書
上に記載の特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたものが
存在することを指し示すものであって、１つまたはその以上の他の特徴や数字、段階、動
作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたものなどの存在または付加可能性を予め
排除しないことと理解すべきである。
【００４３】
　異なる定義がない限り、技術的または科学的な用語を含めてここで使われる全ての用語
は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者により一般的に理解されるものと同
じ意味を有する。一般的に使われる、予め定義されているような用語は、関連技術の文脈
上有する意味と一致する意味を有すると解釈すべきであり、本出願において、明らかに定
義しない限り、理想的または過度に形式的な意味に解釈されない。
【００４４】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の好ましい実施例をより詳細に説明する。本発
明を説明するにおいて、全体的な理解を容易にするために図面上の同じ構成要素に対して
は同じ参照符号を用い、同じ構成要素に対する重なる説明は省略する。
【００４５】
　図１は本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を説明するためのブロッ
ク図である。図２は本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を説明するた
めの例示図である。
【００４６】
　図１及び図２を共に参照すると、本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装
置１００は、生体信号を検出するための検出部１１０と、上記検出された生体信号を分析
するための分析部１２０と、上記分析された生体信号を表示するための表示部１３０と、
上記分析された生体信号を送信するための送信部１４０と、上記検出部、分析部、表示部
及び送信部が付着された顔面マスク１５０を含んで構成されることができる。
【００４７】
　先ず、上記生体信号は酸素飽和度、呼吸、血中アルコール濃度、加速度及び体温の中か
ら少なくとも１つを含むことであることができる。人体に現われる現象の中でマスクに附
着されたセンサーを利用して測定できる多様な生体信号が本発明の生体信号に含まれるこ
とができる。
【００４８】
　すなわち、上記から生体信号として酸素飽和度、呼吸、血中アルコール濃度、加速度及
び体温などを例示したことは、説明をするためのものであり、本発明で測定できる生体信
号を限定しようとする意図ではないことは当業者には自明である。
【００４９】
　次に、上記検出部１１０は酸素飽和度センサー１１５、呼吸センサー１１２、血中アル
コール濃度センサー１１３、加速度センサー１１４及び温度センサー１１１の中から少な
くとも１つを含んで構成されることができる。上記生体信号を測定するためのセンサーは
多様に含まれることができる。
【００５０】
　特に、血中アルコール濃度は、呼吸を利用して測定する方法及び血液を利用して測定す
る方法があり、この中で呼吸を利用して測定する方法を適用すると、顔面マスク型生体測
定装置で測定できる最も特徴的な生体信号の中の１つとなる。
【００５１】
　上記検出部１１０は、予め決まっている周期により生体信号を検出することができ、上
記検出部１１０の上記予め決まっている周期はリアルタイムで調整できるものであること
ができる。
【００５２】
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　例えば、予め決まっている周期により１分単位で生体信号を測定することができ、予め
決まっている周期をリアルタイムで調整し、３０秒単位で生体信号を測定することもでき
る。生体信号測定周期をリアルタイムで調整することができるため、様々な状況に早く対
処できる。
【００５３】
　次に、上記分析部１２０は、上記検出された生体信号が予め決まっている基準範囲から
外れたか否かを判断するものであることができ、上記分析部の上記予め決まっている基準
範囲はリアルタイムで調整できるものであることができる。
【００５４】
　一般的に、上記生体信号は正常範囲が予測できるため、それぞれの生体信号に対して正
常範囲を予め決まっている基準範囲に決めることができる。すなわち、検出された生体信
号が予め決まっている範囲（正常範囲）内に含まれるか否かを簡単に判断することができ
る。
【００５５】
　例えば、１分間の呼吸数が６０から８０回の場合を正常範囲であるとすると、呼吸数に
対する予め決まっている基準範囲を１分基準で６０から８０回に決めることができる。従
って、呼吸センサーを通じて１分間の呼吸数を測定した結果と、上記予め決まっている基
準範囲とを比較して正常範囲内に属するか否かを判断することができる。
【００５６】
　また、現行法規によれば、血中アルコール濃度が０．０３％以上であれば、取り締まり
の対象となるため、予め決まっている基準範囲を０．００％から０．０３％に設定するこ
とができ、血中アルコール濃度センサーにより測定値が０．０３％を超えると、正常範囲
から外れたと判断し、これに相応する表示をすることができる。
【００５７】
　また、上記予め決まっている基準範囲はリアルタイムで調整できるため、リアルタイム
で予め決まっている基準範囲を変更して適用することができる。人体の状態が正常の場合
、横になっている場合及び運動中の場合など多様な場合に従って基準範囲を異なるように
して適用することができ、リアルタイムで適用できるため、人体の状態により直ちに対応
ができる。
【００５８】
　次に、上記表示部１３０は、上記検出された生体信号を視覚的信号及び聴覚的信号の中
から少なくとも１つを利用して表示するものであることができる。従って、使用者は表示
された生体信号の測定値を見て、休息を取ったり、運動を続けたりするなど、人体の状態
により多様な決定をすることができる。
【００５９】
　例えば、上記表示部１３０は、酸素飽和度センサー１１５、呼吸センサー１１２、血中
アルコール濃度センサー１１３、加速度センサー１１４及び温度センサー１１１などで検
出された測定値を使用者が認知できる視覚的信号としてスクリーンを通じて表示すること
ができ、また、聴覚的信号である言語を通じて表示することもできる。
【００６０】
　一方、上記表示部１３０は、上記検出された生体信号が上記予め決まっている基準範囲
から外れた場合に警報信号を表示するものであることができ、上記表示部１３０が提供す
る警報信号はカラー、点滅及び警報音の中から少なくとも１つを含む信号であることがで
きる。
【００６１】
　例えば、上記アルコール濃度センサーによる測定値が０．０３％を超えると、予め決ま
っている基準範囲から外れたため、視覚的警報信号としてカラーを異なるようにして表示
したり、点滅して使用者に知らせることができ、聴覚的情報として警報音を発し、使用者
に警戒心を持たせることもできる。
【００６２】
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　次に、上記送信部１４０は検出された生体信号を生体信号管理のためのサーバーに送信
するものであることができる。また、上記送信部１４０は有線通信及び無線通信の中から
少なくとも１つを利用して送信するものであることができる。
【００６３】
　すなわち、上記酸素飽和度センサー１１５、呼吸センサー１１２、血中アルコール濃度
センサー１１３、加速度センサー１１４及び温度センサー１１１などで検出された測定値
を使用者が認知することの他に医療機関または公共機関に設置されている生体信号管理サ
ーバーに伝送するものであることができる。
【００６４】
　例えば、酸素飽和度センサー１１５で測定された値を周期的に医療機関に設置されてい
る上記生体信号管理サーバーに伝送すると、上記生体信号管理サーバーで測定値を分析及
び保存するようにし、中央集中的に体系的な個人の健康管理を行うことができる。
【００６５】
　また、上記送信部１４０から上記生体信号管理サーバーへのデータ送信は無線通信で行
うことも、有線通信で行うこともできる。すなわち、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ）、無線ラン（ＷＬＡＮ）、ワイマックス（ＷｉＭＡＸ）、ＷＣＤＭＡ及びＬＴＥの中
から少なくとも１つを利用して伝送することができ、銅線及び光ファイバなどを利用する
有線通信を利用して伝送することもできる。
【００６６】
　また、上記送信部１４０は、検出された生体信号が上記予め決まっている基準範囲から
外れた場合に上記サーバーに警報信号を送信するものであることができる。例えば、上記
酸素飽和度センサーによる測定値が予め決まっている基準範囲から外れた場合に、警報信
号を上記生体信号管理サーバーに伝送し、医療機関などの救急医療体系に従って、救急車
を配車するなど早く対応することもできる。
【００６７】
　次に、上記検出部１１０、分析部１２０、表示部１３０及び送信部１４０が付着された
顔面マスク１５０は、抵抗性伝導糸(抵抗性導電糸)を含んで構成されるものであることが
でき、上記抵抗性伝導糸は伝導性纎維（導電性繊維）、弾性纎維、炭素纎維及び金属線の
中から少なくとも１つを含んで構成されるものであることができる。
【００６８】
　上記顔面マスク１５０の抵抗性伝導糸は纎維形態であるため、顔面マスクに含まれて構
成されても使用者に不便さを与えず、便利な顔面マスク型生体信号測定装置として利用す
ることができる。
【００６９】
　図３は本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置における呼吸センサーを
説明するための例示図である。図４は本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定
装置における呼吸センサーを説明するための呼吸センサーの測定グラフである。
【００７０】
　図３及び図４を共に参照すると、本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装
置１００における呼吸センサー１１２は、検出部１１０に含まれて構成され、顔面マスク
で鼻を通じて流入または流出される空気を感知することができる位置に装着されることが
できる。
【００７１】
　従って、人体の呼吸により、吐く息と吸う息の回数を検出することができ、これにより
、１分単位または３０秒単位の測定値で分析することができる。
【００７２】
　上記測定のための呼吸センサーは多様な種類のセンサーを採用することができるが、説
明のために呼吸の吸う息と吐く息を感知し、吐く息の場合は長さが増加し、吸う息の場合
は長さが減少するという特徴を有する呼吸センサーを例に挙げて説明する。
【００７３】
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　図４を参照すると、吸う息の場合は長さが減少するため、抵抗値（Ｓｉｇｎａｌ）が減
少し、吐く息の場合は長さが増加するため、抵抗値が増加するセンサーを利用すると、時
間に従って測定された抵抗値が分かる。
【００７４】
　上記グラフで説明すると、時間の流れに沿って周期的に抵抗値が増加することを分かる
。これは吐く息があったということを表示するものである。従って、一定の時間を基準に
グラフのピーク（ｐｅａｋ）個数を測定すれば、呼吸数が分かる。
【００７５】
　図５は本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を利用した生体信号管理
システムを説明するための例示図である。
【００７６】
　図５を参照すると、本発明の一実施例による顔面マスク型生体信号測定装置を利用した
生体信号管理システムは生体信号を検出するための検出部と、上記検出された生体信号を
分析するための分析部と、上記分析された生体信号を表示するための表示部と、上記分析
された生体信号を送信するための送信部を含んで構成される顔面マスク型生体信号測定装
置１００と、上記顔面マスク型生体信号測定装置から生体信号の提供を受けて管理する生
体信号管理サーバー２００を含んで構成されることができる。
【００７７】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の検出部は、酸素飽和度センサー、呼吸センサー、
血中アルコール濃度センサー、加速度センサー及び温度センサーの中から少なくとも１つ
を含んで構成されることができる。
【００７８】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の分析部は、上記検出された生体信号が予め決まっ
ている基準範囲から外れたか否かを判断するものであることができる。
【００７９】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の表示部は、上記検出された生体信号を視覚的信号
及び聴覚的信号の中から少なくとも１つを利用して表示するものであることができる。
【００８０】
　また、上記顔面マスク型生体信号測定装置の上記表示部は、上記検出された生体信号が
上記予め決まっている基準範囲から外れた場合に警報信号を表示するものであることがで
きる。
【００８１】
　上記顔面マスク型生体信号測定装置の上記送信部は、検出された生体信号が上記予め決
まっている基準範囲から外れた場合に上記生体信号管理サーバー２００に警報信号を送信
するものであることができる。
【００８２】
　以上で実施例を参照して説明したが、当該技術分野の熟練された当業者は添付の特許請
求の範囲に記載の本発明の思想及び領域から外れない範囲内で本発明を多様に修正及び変
更させることができることは自明である。
【符号の説明】
【００８３】
１００　顔面マスク型生体信号測定装置
１１０　検出部
１２０　分析部
１３０　表示部
１４０　送信部
１１１　温度センサー
１１２　呼吸センサー
１１３　血中アルコール濃度センサー
１１４　加速度センサー
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１１５　酸素飽和度センサー
２００　生体信号管理サーバー

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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